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参考資料　（2024年度第３四半期）

１．（連結）主要決算数値
<　実績 対 前年同期　> <　24年度見通し 対 23年度実績　> <　24年度見通し 対 前回見通し　> (億円）
FY24 ３Q 前年同期 FY24見通し 前年度 前回見通し

売上高 18,437 19,026 ▲589 ▲3.1% 26,890 26,645 245 0.9% 26,530 360 1.4%

営業利益 729 1,628 ▲899 ▲55.2% 1,170 2,203 ▲1,033 ▲46.9% 1,250 ▲80 ▲6.4%

経常利益 685 1,705 ▲1,020 ▲59.8% 1,030 2,281 ▲1,251 ▲54.9% 1,060 ▲30 ▲2.8%

親会社株主に帰属する当期純利益 365 1,155 ▲790 ▲68.3% 720 1,699 ▲979 ▲57.6% 810 ▲90 ▲11.1%

総資産(*1) 38,914 38,888 26 0.1% 38,970 38,888 82 0.2% 38,760 210 0.5%

自己資本(*1) 16,902 16,957 ▲55 ▲0.3% 16,890 16,957 ▲67 ▲0.4% 16,680 210 1.3%

自己資本比率(*1) (%) 43.4% 43.6% ▲0.2% - 43.3% 43.6% ▲ 0.3% - 43.0% 0.3% -

ハイブリッド社債・ローン考慮後 (%) 44.5% 44.7% ▲0.2% - 44.4% 44.7% ▲ 0.3% - 44.1% 0.3% -

総資本回転率(*2) (回転) 0.47 0.51 ▲0.04 - 0.69 0.71 ▲0.02 - 0.68 0.01 -

ＲＯＡ（*2） (%) - - - - 1.8% 4.5% ▲2.7% - 2.1% ▲0.3% -

ＲＯＥ（*2） (%) - - - - 4.3% 10.4% ▲6.1% - 4.8% ▲0.5% -

有利子負債残高(*1) 15,008 14,411 597 4.1% 13,880 14,411 ▲531 ▲3.7% 13,880 0 -

（内）ハイブリッド社債・ローン 833 833 - - 833 833 0 - 833 0 -

Ｄ／Ｅレシオ - - - - 0.82 0.85 ▲0.03 - 0.83 ▲0.01 -

ハイブリッド社債・ローン考慮後 - - - - 0.78 0.81 ▲0.03 - 0.79 ▲0.01 -

親会社株主に帰属する当期純利益 365 1,155 ▲ 790 ▲68.3% 720 1,699 ▲ 979 ▲57.6% 810 ▲ 90 ▲11.1%

減価償却(*3･4) 1,909 1,571 338 21.5% 2,650 2,123 527 24.8% 2,600 50 1.9%

営業キャッシュ・フロー(*5) 2,275 2,726 ▲ 451 ▲16.5% 3,370 3,822 ▲ 452 ▲11.8% 3,410 ▲ 40 ▲1.2%

設備投資(*3) 2,155 1,489 666 44.7% 3,290 2,052 1,238 60.3% 3,290 0 -

投融資（相殺後） ▲758 2,092 ▲2,850 - ▲451 1,599 ▲2,050 - ▲451 0 0.0%

ＷＡＣＣ (%) - - - - 3.2% 2.7% 0.5% - 3.2% 0.0% -

1株当たり当期純利益 (円/株) 93.81 277.04 ▲183.23 ▲66.1% 186.67 411.88 ▲225.21 ▲54.7% 209.64 ▲22.97 ▲11.0%

1株当たり純資産(*1) (円/株) 4,431.30 4,249.83 181.47 4.3% 4,599.22 4,249.83 349.40 8.2% 4,436.16 163.06 3.7%

総還元性向(*6) - - - - 40％程度 40.3% - - 40％程度 - -

(*1)B/S項目の前年同期は、前期末(2024年3月末）数値を表示
(*2)総資産・自己資本は期中平均値で算定
(*3)設備投資・減価償却は内部取引相殺後
(*4)減価償却には長期前払費用償却を含む
(*5)営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書値ではなく「親会社株主に帰属する当期純利益＋減価償却」と定義した簡便法で算定
(*6)ｎ年度総還元性向＝（（ｎ年度の年間配当金総額）＋（ｎ＋１年度の自己株式取得額））÷（ｎ年度連結当期純利益）

エネルギー・ソリューション▲796、都市ビジネス▲70、
海外＋193、ネットワーク＋8 等

海外＋595、ネットワーク＋56、エネルギー・ソリュー
ション▲556、都市ビジネス▲131　等

海外＋188、エネルギー・ソリューション＋175　等

エネルギー・ソリューション▲626、海外▲218、
都市ビジネス▲51、ネットワーク▲7 等

エネルギー・ソリューション▲936、海外▲138、
ネットワーク＋51、都市ビジネス＋3　等

エネルギー・ソリューション▲119、海外＋39、
都市ビジネス＋15　等

増減 備考 増減 備考 増減 備考

流動資産▲974（その他流動資産▲1,342、受取手形、
売掛金及び契約資産▲195、現金及び預金＋335
等）、固定資産＋1,000（投資その他の資産＋790、
無形固定資産＋133、有形固定資産＋78 等）

自己株式取得▲400、利益剰余金▲90、
為替影響+700

自己株式消却▲397、配当金支払▲285、
自己株式取得▲267、為替換算調整勘定＋379、
当期純利益＋365、繰延ヘッジ損益＋103 等

支払利息増、為替差益減　等 支払利息増　等 受取利息増　等

[当期]投資有価証券評価損、投資有価証券売却益、
受取損害賠償金
[前期]長期貸付金評価益、投資有価証券売却益

［見通し］投資有価証券評価損、投資有価証券売却益
［前年度］投資有価証券売却益、長期貸付金評価益、
減損損失

［見通し］投資有価証券評価損
［前回見通し］なし

東京ガス＋576、連結子会社＋20

親会社株主に帰属する当期純利益減（▲790）により
下落

連結子会社＋642、東京ガス＋23

1



２．（連結）主要連結子会社実績　

（1）実績 対 前年同期 （億円）

FY24 ３Q 前年同期 FY24 ３Q 前年同期

東京ガス 16,311 16,946 ▲635 ▲3.7% 324 1,018 ▲694 ▲68.2%

1,622 1,740 ▲118 ▲6.8% 151 96 55 57.0%

2 575 ▲573 ▲99.6% ▲ 13 293 ▲306 －

1,182 416 766 183.9% 134 44 90 202.5%

その他連結子会社 7,261 6,101 1,160 19.0% 67 188 ▲121 ▲64.1%

連結子会社 計 10,069 8,835 1,234 14.0% 340 623 ▲283 ▲45.3%

連結 合計 18,437 19,026 ▲589 ▲3.1% 729 1,628 ▲899 ▲55.2%

（2）24年度見通し　対　前回見通し (億円）

FY24見通し 前回見通し FY24見通し 前回見通し

2,220 2,174 46 2.1% 159 143 16 11.4%

3 2 1 12.6% ▲18 ▲14 ▲4 －　　

1,790 1,615 175 10.9% 226 184 42 22.6%

その他連結子会社 8,567 9,197 ▲630 ▲6.8% 313 378 ▲65 ▲17.4%

連結子会社 計 12,580 12,988 ▲408 ▲3.1% 680 691 ▲11 2.8%

(*1)数値は連結消去前の各社単純合算
(*2)組織再編に伴う吸収合併後の数値
(*3)持分法利益含む

生産量増 等

エネルギー・ソリュー
ション/他

エネルギー・ソリュー
ション

東京ガスエンジニアリング
ソリューションズグループ(*1, 2)

(キャプティソリューションズ)ガス設備事業分割影響　等

セグメント 会社名
売上高

備考
営業利益

増減 増減
備考

エネルギーサービスの利益増、費用減　等

ＴＧオーストラリアグループ(*1)

上流権益売却　等

生産量増 等

セグメント 会社名
売上高

備考
営業利益

増減 増減
備考

海外 ＴＧオーストラリアグループ(*1) 上流権益売却　等

海外 ＴＧアメリカグループ(*1)

エネルギーサービスの費用減　等

為替影響、費用減　等海外 ＴＧアメリカグループ(*1) 為替影響　等

（ニジオ）分割・吸収影響　等

エネルギー・ソリュー
ション

東京ガスエンジニアリング
ソリューションズグループ(*1, 2)

海外

2



３.（個別）主要数値  

<　実績 対 前年同期　> (億円）
FY24 ３Q 前年同期

8,627 8,755 ▲128 ▲1.5%

5,874 5,551 323 5.8%

2,753 3,204 ▲451 ▲14.1%

<　24年度見通し 対 23年度実績　> (億円）
FY24見通し 前年度

12,382 12,611 ▲229 ▲1.8%

8,295 8,086 209 2.6%

4,087 4,525 ▲438 ▲9.7%

<　24年度見通し 対 前回見通し　> (億円）
FY24見通し 前回見通し

12,382 12,452 ▲70 ▲0.6%

8,295 8,238 57 0.7%

4,087 4,214 ▲127 ▲3.0%

４．（個別）料金スライドの収支への影響

<　実績 対 前年同期　> (億円）
FY24 ３Q 前年同期 増減

料金スライドの収支への影響(*1)

料金によるスライド回収 2,324 2,452 ▲128

原料費の増加分 2,243 1,963 280

差し引き 81 489 ▲408

<　24年度見通し 対 23年度実績　> (億円）
FY24見通し 前年度 増減

料金スライドの収支への影響(*1)

料金によるスライド回収 3,281 3,480 ▲199

原料費の増加分 3,058 2,870 188

差し引き 223 610 ▲387

<　24年度見通し 対 前回見通し　> (億円）
FY24見通し 前回見通し 増減

料金スライドの収支への影響(*1)

料金によるスライド回収 3,281 3,198 83

原料費の増加分 3,058 2,870 188

差し引き 223 328 ▲105

*金額は基準価格に対する増減額

ガス原材料費
数量･原料構成差等＋43、
スライド差＋280 (為替＋263､油価▲15　等)

ガス粗利 数量・構成差等▲43、スライド差▲408

増減 備考

増減 備考

ガス売上 物量・構成差±0、ｽﾗｲﾄﾞ差▲128

増減 備考

ガス売上 数量・料金構成差等▲153､スライド差＋83

ガス原材料費
数量･原料構成差等▲131、
スライド差＋188 (為替＋94､油価＋92　等)

ガス売上 数量・料金構成差等▲30､スライド差▲199

ガス原材料費
数量･原料構成差等＋21、
スライド差＋188((為替＋295､油価▲175　等)

ガス粗利 数量・構成差等▲51、スライド差▲387

ガス粗利 数量・構成差等▲22、スライド差▲105
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５．（個別）ガス粗利分析

(億円）

数量差等 単価差 合計 数量差等 単価差 合計 数量差等 単価差 合計

気温影響 ▲111 スライド ▲128 気温影響 ▲84 スライド ▲199 気温影響 ▲77 スライド 83

その他 111 その他 0 その他 54 その他 0 その他 ▲76 その他 0

スライド 280 スライド 188 スライド 188

(うち為替) 263 (うち為替) 295 (うち為替) 94

気温影響 ▲70 スライド ▲408 気温影響 ▲51 スライド ▲387 気温影響 ▲43 スライド ▲105

その他 27 その他 0 その他 0 その他 0 その他 21 その他 0

６．（前提）経済フレーム・収支影響感度

（1）経済フレーム（連結・個別　共通） 　　　 （2）都市ガス粗利影響感度（個別）
　　　　　　　■油価：1$/bbl上昇した場合のガス粗利影響額　(億円)

FY24実績 4Q 年度

1-3Q 4Q 年度 売上高 0 0

原油価格 ($/bbl) 83.65 75.00 81.49 原料 0 0

為替レート (円/$) 152.64 150.00 151.98 粗利 0 0

FY24実績 　　　　　　　■為替：1円/$円安になった場合のガス粗利影響額　(億円)

上期 下期 年度 4Q 年度

原油価格 ($/bbl) 86.68 70.00 78.34 売上高 2 2

為替レート (円/$) 152.77 145.00 148.89 原料 12 12

粗利 ▲10 ▲10

増減（FY24３Q対 前年同期） 増減（24年度見通し 対 23年度実績 ） 増減（24年度見通し 対 前回見通し ）
(内訳) (内訳) (内訳) (内訳) (内訳) (内訳)

ガス売上 0 ▲128 ▲128 ▲30 ▲199 ▲229 ▲153 83 ▲70

ガス原材料費 43

気温影響 ▲41

280 323 21

気温影響 ▲33

その他 84 その他 54 その他 ▲97

57(うち油価) ▲15 (うち油価) ▲175 (うち油価) 92188 209 ▲131

気温影響 ▲34

188

前回見通し

FY24見通し
（2024年10月30日発

表）

▲438 ▲22 ▲105 ▲127

FY24見通し

FY24　見通し
（2025年1月31日発表）

ガス粗利 ▲43 ▲408 ▲451 ▲51 ▲387

＜見通しに関する注意事項＞
このプレゼンテーションに掲載されている東京ガスの現在の計画、見通し、戦略、その他の歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現在入手可能な情報から得られた東京ガスの経営者の判断に
基づいております。実際の業績は、さまざまな重要な要素により、これら業績見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる重要な要素には、日本経済の動向、原油価格の動向、
気温の変動、円ドルの為替相場、ならびに急速な技術革新と規制緩和の進展への東京ガスの対応等があります。
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